附　則

（１）参加事業として望ましい要件

①　主催者は、社会人を主体として構成されていること。なお、このことは、児童生徒の参加をさまたげるものではない。

②　地域性と創造性が生かされていること。

③　事業規模及び観客動員規模が、県民芸術祭としての水準を保つこと。

④　初心者から熟達者までの発表を、同一催しの中で実施する場合は、その中から参加事業を特定し、展示区画や上演時間などを明示するなどの配慮をすること。

　　⑤　個人で発表する個展、リサイタルは可とするが調査の対象にはしない。
（２）表彰のための調査を伴わない参加

前項（１）の条件を満たしながら、受賞を競うことに適さない内容の事業は、参加主催者の希望により、調査を伴わない参加とすることができる。
その場合、参加申込書の、調査（要・不要）の欄に○印で明示すること。
　　　　ただし、実行委員会が調査不能と判断した場合、調査不要とする。
（３）調査と表彰
①　調査員は、1事業につき２名を原則とする。

②　評価の段階は次の通りとする。

１０　・・・特に優れている
９　・・・　　↓
８　・・・優れている
７　・・・　　↓
６　・・・普　　　通
　　③　奨励賞については、下記に該当するものを実行委員会の協議で決定する。
　　　*児童生徒の活躍が顕著なもの（子供を対象にした企画を数件表彰したい）

　　　*地域性を考慮したもの
　　　*その他奨励賞にふさわしいもの

